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子会社の一部事業譲渡とこれに伴う事業譲渡損の計上並びに 

子会社の解散とこれに伴う為替差益、法人税等調整額(益)の計上に関するお知らせ 

 

当社は、当社グループの「Smart Connectivity (DisplayPort)事業（以下「SC事業」）」の売却のた

め、米国所在の連結子会社「MegaChips Technology America Corporation（以下「MCA」）」及び台

湾所在の連結子会社「信芯股份有限公司（以下「MCT」）」におけるSC事業部門を、当社から

「Kinetic Technologies（以下「Kinetic社」）」へ譲渡することについて決定し、2019年11月26日

（米国太平洋時間）付で同社との間で譲渡契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

また、MCAについてはSC事業部門の譲渡後に解散し、同じく米国所在の連結子会社「MegaChips 

LSI USA Corporation（以下「MLU」）」を新たな拠点として事業活動を継続することとなりましたの

で、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本件の目的 

MCAにおいては、当社グループの米国における研究開発拠点として先端技術開発を行うとともに、

北米・欧州・中東のマーケティング、営業活動を行うグローバル展開の拠点として事業活動を推進

してまいりました。また2014年9月には、MCAがSTMicroelectronicsからSC事業を取得するととも

に、台湾・中国におけるSC事業の営業・技術サポートの拠点としてMCTにSC事業部門を設置し、

PCやゲーム機、AV機器、液晶モニタといった様々な機器向けに、デジタル機器間のインターフェ

イスを実現する多種多様な製品を提供し、事業を展開してまいりました。 

当社は現在、グループ全体の持続的な成長と経営効率の向上を図るための事業構造改革を進めて

おりますが、今回その一環として、MCA及びMCTのSC事業部門をKinetic社に譲渡する運びとなり

ました。 

また、拠点の効率化を図るため、MCAについてはSC事業部門の譲渡後に解散するとともに、同

じく米国所在のMLUに機能を移管し、MLUを当社グループのASIC事業におけるグローバル展開の

新たな拠点として事業活動を継続してまいります。 

今回のSC事業の売却により、当社グループは、車載、産業機器分野や5G通信インフラ分野など、

今後市場が拡大する分野に経営資源を集中し、中長期の持続的な成長に向けた施策を強化していく

考えであります。 
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２．SC 事業部門の譲渡の概要 

(1) 事業譲渡する子会社の概要（2019 年 3 月 31 日現在） 

米国子会社（MCA） 

① 名称 MegaChips Technology America Corporation 

② 所在地 2755 Orchard Parkway, San Jose, CA 95134 U.S.A. 

③ 代表者の役職・氏名 CEO 明山 浩一（当社取締役） 

④ 事業内容 半導体の開発、マーケティング及び販売 

⑤ 資本金 4,570 千米ドル（362 百万円） 

⑥ 設立年月日 1994 年 12 月 

⑦ 大株主及び持株比率 当社 100％ 

⑧ 当社との関係  

資本関係 当社が 100％出資しております。 

人的関係 当社の取締役 2 名と従業員１名が当該会社の役員を兼任しております。 

取引関係 製品の販売・仕入、資金の貸付等の取引があります。 

関連当事者への該当状況 当社の連結子会社であり、関連当事者に該当しております。 

⑨ 当該会社の最近 3 年間の財

政状態及び経営成績 
2017 年 3 月期 2018 年 3 月期 2019 年 3 月期 

純資産 2,986 百万円 2,890 百万円 2,628 百万円 

総資産 5,462 百万円 6,098 百万円 5,780 百万円 

売上高 8,399 百万円 7,757 百万円 7,750 百万円 

営業利益 275 百万円 161 百万円 △153 百万円 

当期純利益 261 百万円 62 百万円 △390 百万円 

1 株当たり配当金 － － － 

(注) 「⑤ 資本金」の円換算は取得時レート、「⑨ 当該会社の最近3年間の財政状態及び経営成績」の数

値の円換算は決算日レートを使用しております。 

 

台湾子会社（MCT） 

① 名称 信芯股份有限公司 

② 所在地 台湾台北市民生東路三段 129 號 2 樓 

③ 代表者の役職・氏名 董事長 吉清 恭一 

④ 事業内容 半導体の開発、生産管理、販売及び技術サポート 

⑤ 資本金 610,000 千台湾ドル（2,035 百万円） 

⑥ 設立年月日 2013 年 9 月 

⑦ 大株主及び持株比率 
当社 59％ 

順盈投資有限公司（当社 100％子会社） 41％ 

(注) 「⑤ 資本金」の円換算は取得時レートを使用しております。 

 

(2) SC 事業部門の直前事業年度の経営成績（2019 年 3 月期） 

 SC 事業部門(a) 連結実績(b) 比率(a/b) 

連結売上高 6,614 百万円 95,145 百万円 6.9％ 

(注) 円換算は2019年3月31日のレートを使用しております。 
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(3) SC 事業部門の資産、負債の項目及び金額（2019 年 3 月 31 日現在） 

米国子会社（MCA） 

資産 負債 

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

流動資産 1,394 百万円 流動負債 676 百万円 

固定資産 3,505 百万円 固定負債 41 百万円 

合計 4,899 百万円 合計 717 百万円 

(注) 円換算は2019年3月31日のレートを使用しております。 

台湾子会社（MCT） 

資産 負債 

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

流動資産 449 百万円 流動負債 417 百万円 

固定資産 33 百万円 固定負債 －百万円 

合計 483 百万円 合計 417 百万円 

(注) 円換算は2019年3月31日のレートを使用しております。 

 

(4) 譲渡価額及び決済方法 

譲渡価額 25 百万米ドル（27.5 億円） 

決済方法 クロージング時の米ドル現金払い 8 百万米ドル（8.8 億円） 

 クロージング時の米ドル支払証書払い 17 百万米ドル（18.7 億円） 

(注) 円換算は2019年度の予想レート（@110円）を使用しております。 

 

(5) 譲渡先（Kinetic 社）の概要（2019 年 9 月 30 日現在） 

① 名称 Kinetic Technologies 

② 所在地 PO Box 309, Ugland House, Grand Cayman, KY1-1104. 

③ 代表者の役職・氏名 CEO Kin Edward Shum 

④ 事業内容 
パーソナルエレクトロニクス、産業、通信分野及びエンタープライズ市

場向けの、高性能アナログ・ミックスドシグナル半導体の設計、開発及

び販売 

⑤ 資本金 12,826 千米ドル（1,384 百万円） 

⑥ 設立年月日 2006 年 5 月 17 日 

⑦ 純資産 19,278 千米ドル（2,080 百万円） 

⑧ 総資産 29,522 千米ドル（3,186 百万円） 

⑨ 大株主（上位 3 件） 非公開 

⑩ 当社との関係  

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 当該会社は関連当事者に該当いたしません。 

(注) 円換算は2019年9月30日のレートを使用しております。 

 

(6) 譲渡の日程 

決定日 2019 年 11 月 26 日（米国太平洋時間） 

譲渡に関する契約締結日 2019 年 11 月 26 日（米国太平洋時間） 

譲渡実行日 2019 年 12 月（予定） 
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３．MCA の解散の概要 

(1) 解散する子会社の概要 

MCAの概要は「２．SC事業部門の譲渡の概要 (1) 事業譲渡する子会社の概要（2019年3月31日

現在） 米国子会社（MCA）」に記載のとおりです。 

 

(2) 解散の日程 

決定日 2019 年 11 月 26 日（米国太平洋時間） 

解散日 2019 年 12 月（予定） 

清算結了 2020 年 3 月（予定） 

 

４．会計処理の概要 

本件事業譲渡については、分離元企業として「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第

7号 平成26年11月18日公表分）に基づき処理する予定です。 

 

５．今後の見通し 

2020年3月期の連結決算において、本件事業譲渡により約18億円の事業譲渡損（特別損失）の計

上及び、その一方で子会社の解散に伴い約5億円の為替差益（営業外収益）及びマイナス約6億円の

法人税等調整額の利益計上を現時点で見込んでおりますが、今後の状況によってそれぞれ金額が変

動する可能性がございます。 

なお、本件については、2019年5月10日公表の2020年3月期連結業績予想値には織り込んでおり

ません。本件の影響を含めた連結業績予想については現在精査中であり、その見通しが明らかにな

り次第、速やかに公表いたします。 

 

以 上 


